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平
成
１８
年
農
業
の
構
成
比
が
３
・

３
％
、
平
成
２３
年
が
１
・
９
％
、
５
年

後
の
目
標
と
し
て
２
・
７
％
の
構
成

比
を
目
標
に
進
め
て
い
く
と
い
う
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。実
績
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
恩
納
村
の
総
生
産
額
が
４
百
９
６

億
３
千
１
百
万
円
、
そ
れ
に
対
し
て
本

村
の
農
業
生
産
額
が
約
７
億
４
千
万

円
で
、
総
生
産
額
に
占
め
る
構
成
比
は

１
・
５
％
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。目
標
に
し
て
お
り
ま
し
た
２
・

７
％
よ
り
は
１
・
２
ポ
イ
ン
ト
も
下
が
っ

て
い
る
状
況
。

　
　
台
風
２４
号
、
２５
号
の
被
害
を
受
け
、

前
年
に
比
べ
て
イ
ノ
シ
シ
被
害
の
状

況
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
台
風
２４
号
の
影
響
で
山
の
環
境
が

大
分
変
化
し
て
い
る
。平
成
２８
年
度
の

捕
獲
数
が
３８
頭
、
平
成
２９
年
度
が
５８

頭
、今
年
、平
成
３０
年
１０
月
末
で
５６
頭

の
捕
獲
頭
数
。今
後
自
治
体
の
活
動
が

円
滑
に
で
き
る
よ
う
、
村
も
環
境
整
備

を
整
え
て
い
き
た
い
。

　
　
シ
ン
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の
展

望
は
、
地
産
地
消
と
い
う
基
本
理
念

を
守
っ
て
、知
恵
を
使
っ
て
、一生
懸
命

や
る
べ
き
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、

４
年
間
で
シ
ン
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投

資
を
し
た
予
算
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
金
額
は
約
８
百
５０
万
円
程
度
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
　
今
期
の
面
積
と
生
産
個
数
、
売
り

上
げ
目
標
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
平
成
２８
年
度
、
約
２
百
万
円
程
度

の
販
売
総
額
、
平
成
２９
年
度
に
お
い
て

は
約
５
百
万
円
、前
年
度
比
約
３
百
万

円
程
度
の
増
。

　
　
防
鳥
ネ
ッ
ト
用
簡
易
ハ
ウ
ス
あ
た

り
に
補
助
が
で
き
な
い
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
鉄
パ
イ
プ
等
、
今
後
そ
の
件
に
つ
い

て
は
、
生
産
者
も
含
め
て
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
照
用
電
球
導
入
に
つ
い

て
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　佐
渡
山
安
正

　
　
平
成
３２
年
度
に
県
の一括
交
付
金
で

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
を
活
用
し
て
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
に
向
け
て
今
、
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
今
ま
で
の
要
請
行
動
と
現
状
、
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
建
設
課
長
　崎
山
　敦

　
　
平
成
２２
年
度
か
ら
平
成
２９
年
度
ま

で
要
請
行
動
を
実
施
。平
成
３０
年
度

も
国
及
び
沖
縄
県
、沖
縄
防
衛
局
に
要

請
行
動
に
伴
う
進
捗
率
の
確
認
が
必

要
。先
月
、
防
衛
省
に
要
請
行
動
に

行
って
お
り
ま
す
。

　
　
区
長
、金
武
町
、恩
納
村
役
場
も
防

衛
施
設
局
の
許
可
を
得
て
、
現
地
ま

で
見
た
。そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　
建
設
課
長
　崎
山
　敦

　
　
米
軍
施
設
内
の
２
級
河
川
億
首
川

に
つ
い
て
も
共
同
使
用
に
つ
い
て
米
側

と
調
整
が
必
要
で
、
先
月
、
防
衛
省
に

要
請
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
県
外
観
光
客
の
増
加
で
、
恩
納
分

遣
所
の
出
動
回
数
が
多
く
な
っ
て
い

る
。世
界
水
準
の
観
光
地
に
ふ
さ
わ

し
い
迅
速
な
救
急
体
制
の
確
立
と
、

生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
世
界
に

通
用
す
る
救
急
隊
員
の
人
材
育
成
や

先
端
屈
折
は
し
ご
車
へ
の
投
資
が
急

務
だ
と
思
い
ま
す
が
、
観
光
目
的
税

の
項
目
に
ふ
さ
わ
し
い
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　宮
平
　覚

　
　
近
年
本
村
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光

客
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。審
議
会
等
で
、

こ
の
観
光
目
的
税
の
使
途
に
つ
い
て
も

審
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ど
の
辺
ま
で
要
請
し
て
い
る
の
か
。

沖
縄
県
が
直
接
動
い
て
い
か
な
い
と

な
か
な
か
厳
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
恩
納
村
と
金
武
町
で
定
期
的

に
話
し
合
い
が
で
き
る
問
題
解
決
委

員
会
を
設
け
て
は
。

　
　
建
設
課
長
　崎
山
　敦

　
　
北
部
町
村
会
を
通
し
て
、
沖
縄
県

衆
参
議
員
等
に
要
望
活
動
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。平
成
３０
年
７
月
に
高
速

道
路
を
管
理
す
る
西
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
に
恩
納
村
長
、金
武
町
長
の

連
名
で
要
請
を
実
施
し
た
。
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外
間
　勝
嘉
　議
員

農
業
振
興
に
つ
い
て

県
道
１
０
４
号
線
の
改
修

工
事
に
つ
い
て

喜
瀬
武
原
冠
水
被
害
に
つ

い
て観

光
目
的
税
に
つ
い
て

屋
嘉
か
ら
名
護
向
け
高
速

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
県
道

１
０
４
号
線
か
ら
高
速
道

路
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
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　自
然
災
害
に
伴
う
、
長
期
停
電
・

携
帯
電
話
の
通
話
不
良
な
ど
、
関
係

機
関
か
ら
の
情
報
収
集
、
ま
た
公
民

館
へ
の
伝
達
、指
示
な
ど
防
災
対
策
本

部
と
区
と
の
連
携
体
制
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　随
時
、各
区
長
か
ら
の
停
電
情
報
に

対
応
し
て
い
ま
す
。水
道
水
、
飲
料
水

に
つ
き
ま
し
て
は
各
行
政
区
、
各
公
共

施
設
に
住
民
へ
の
水
の
提
供
を
お
願
い

し
、
そ
の
内
容
も
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
　村
民
が
避
難
す
る
場
所
と
し
て
通

常
、
各
字
公
民
館
が
主
な
避
難
場
所

だ
と
思
う
が
、
村
の
指
定
す
る
避
難

場
所
と
指
定
さ
れ
て
い
な
い
公
民
館

の
相
違
点
を
伺
い
ま
す
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　字
公
民
館
に
お
い
て
は
、
随
時
区
長

が
待
機
し
、
区
民
の
受
け
入
れ
を
し
て

お
り
ま
す
。村
と
し
て
の
避
難
場
所
と

い
う
の
は
、県
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
報
告

し
、
そ
れ
を
マ
ス
コ
ミ
が
テ
レ
ビ
の
テ

ロッ
プ
で
流
し
て
い
ま
す
。観
光
客
や
区

外
の
方
が
来
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

三
か
所
の
避
難
場
所
と
し
て
役
場
に

は
、
数
名
の
職
員
が
待
機
し
て
お
り
、

冨
着
、
名
嘉
真
に
は一人
を
配
置
し
て

お
り
ま
す
。

　
　海
岸
線
に
面
し
た
国
道
５８
号
線
、

道
路
上
に
障
害
物
や
砂
が
た
ま
り
、

村
内
各
所
で
車
の
通
行
不
良
が
見
ら

れ
た
。ま
た
、
停
電
に
よ
る
信
号
機
が

機
能
し
な
い
主
幹
道
路
の
交
差
点
で

は
、
事
故
も
何
件
か
発
生
し
て
い
る
。

今
後
の
二
次
被
害
へ
の
対
策
と
し
て

ど
う
考
え
る
か
。

　
　総
務
課
長
　新
里
勝
弘

　
　発
電
機
を
伴
っ
た
蓄
電
池
信
号
機

を
、
主
要
交
差
点
に
は
設
置
要
請
を

行
って
い
き
た
い
。倒
木
等
に
関
し
て
も
、

パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
通
れ
な
い
箇
所
は
簡

易
的
な
撤
去
を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
　近
年
、
内
地
な
ど
の
各
地
方
で
の

市
町
村
で
は
地
下
水
採
取
条
例
を
制

定
し
、
地
下
資
源
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。本
村
に

お
い
て
も
今
後
更
に
リ
ゾ
ー
ト
開
発
、

ホ
テ
ル
建
設
な
ど
加
速
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
、
村
民
、
事

業
者
な
ど
が
取
る
べ
き
地
下
水
採
取

の
適
正
化
、
保
全
な
ど
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

　
　村
民
課
長
　屋
良
朝
也

　
　国
道
よ
り
山
側
に
開
発
が
ふ
え
る

と
、
水
道
管
か
ら
離
れ
た
場
所
に
な
り
、

そ
う
す
る
と
地
下
水
を
採
取
す
る
ほ

う
が
コ
ス
ト
が
安
く
な
る
。そ
う
な
る

と
、事
業
者
の
採
取
が
増
え
る
可
能
性

を
考
え
る
と
、自
然
環
境
、地
下
資
源

の
保
全
な
ど
か
ら
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。い
ろ
ん
な
方
面
か

ら
の
意
見
を
聞
く
な
ど
、
既
に
条
例
を

整
備
し
て
い
る
市
町
村
の
状
況
等
を

確
認
し
な
が
ら
検
討
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　
　生
活
環
境
上
、
地
下
水
も
公
共
性

の
高
い
貴
重
な
財
産
。将
来
に
わ
た
り

村
民
の
安
定
し
た
生
活
環
境
が
維
持

で
き
る
よ
う
、
地
下
水
保
全
条
例
の

制
定
が
急
務
と
思
う
が
、
村
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　
　恩
納
村
長
　長
浜
善
巳

　
　リ
ゾ
ー
ト
の
開
発
が
今
後
も
増
え

る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
れ
に

伴
い
、地
下
水
を
採
取
す
る
事
業
者
も

増
え
て
く
る
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
今
後
自
然
環
境
、

地
下
水
資
源
の
保
全
な
ど
、
ル
ー
ル
づ

く
り
も
必
要
と
思
っ
て
ま
す
。今
後
関

係
す
る
区
、開
発
す
る
事
業
所
、他
市

町
村
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
検
討

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
●
◆
◆
◆
◆
◆
◆

質

質

質質

質

答答

答答

答

山
田
　政
幸
　議
員

地
下
水
採
取
規
制
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

自
然
災
害
に
対
す
る
危
機

管
理
体
制
に
つ
い
て


